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　新型コロナウイルス感染症の影響により、実施を

見合わせていた本会と北海道保健福祉部ならびに道

立病院局との懇談会を８月29日(火)、４年振りに開

催した。

　はじめに松家会長、道場保健福祉部長よりそれぞ

れ挨拶があった。

　道場保健福祉部長は挨拶の中で、当会の新型コロ

ナウイルス感染症対応も含めた、日頃の協力に対す

る謝意の後、保健福祉行政の取組として、人口減少

や高齢化が急速に進行する中、道民が住み慣れた地

域で将来にわたり安心して暮らし続けることができ

る社会を実現するため、地域包括ケアを一層推進し

ていくことや医療を支える人材の育成・確保、広大

な北海道の地域特性を踏まえた周産期・救急医療体

制の構築、地域医療の充実、必要となる福祉人材の

確保、福祉サービスにおける基盤整備など分野横断

的に施策を推進していると述べた。

　また、道立病院事業は、近年、新型コロナウイル

ス感染症の影響もあり、十分な事業活動が行えない

状況が続き、今後に向けても少子高齢化や生産年齢

人口の減少によって、取り巻く環境は厳しさを増す

ものと見込まれるため、当会をはじめ、地域の医師

会との連携が一層重要と考えていることなどが説明

された。

　その後、意見交換において、忌憚のない質疑応答

が行われ、今後とも北海道の医療の維持発展に向け

て互いに協力し合うことを確認した。
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～めざす姿～「安全で安心して心豊かに住み続けることができる活力ある地域社会の形成」（北海道総合計画）

安心して妊娠、出産、子育てがで
き、子どもたちが健やかに希望を
もって成長できる環境づくり

地域に必要な医療の確保や健康で
安心して生活できる社会づくり

令和５年度 保健福祉部の重点政策

◆ 全国を上回るスピードで人口減少や高齢化が進行

・ 全国を下回る合計特殊出生率 ：1.12【45位】（全国 1.26）

・ 全国を上回る高齢化率 ： 32.8%【18位】（全国29.0％ ）

・ 全国を上回る自然減少率（４万人自然減）：△0.77％【13位】（全国△0.49％）

◆本道の地域特性を踏まえ少子化の流れを変える抜本的な対策を講じること
◆今後の人口減少や高齢化に対応した医療や介護サービスの提供体制を構築すること
◆障がいのある方や高齢の方など誰もが地域で支え合う体制を構築すること
◆地域における医療・福祉サービスを担う人材を養成・確保し担い手不足を解消すること
◆新興感染症等に備えて感染症に強い社会を構築すること

地地域域にに生生じじるる課課題題へへのの対対応応

人人口口減減少少問問題題 保保健健医医療療福福祉祉分分野野でで求求めめらられれてていいるるこことと

保健医療福祉を取り巻く環境

令和５年度重点政策のポイント

医療や福祉サービスに必要な人材
の確保とキャリア形成の推進

○子育てを社会全体で支える
子ども応援社会の推進

○暮らしを守る地域医療の
確保と健康づくりの推進

○医療・福祉サービスを担
う人材の養成・確保

誰もが共に支え合い、発展できる
社会の構築

○誰もが暮らしやすい社会
の構築

新興・再興感染症の発生及びまん延
に備え、感染症に強い社会を構築

○感染症に強い社会の構築

【【医医療療人人材材】】
●修学資金を活用した地域枠医師の配置

（再掲）

●医師の働き方改革の促進

●医学生等の地域医療体験学習の促進

●看護学生への修学支援（再掲）

●地域薬剤師確保対策の推進

【【福福祉祉人人材材】】
●介護人材の量的確保・質の向上
・介護事業所における認証評価制度
の推進
・介護未経験者への研修支援

●介護事業所等の勤務環境改善
・労働環境改善のため介護ロボット、

ICT導入
・介護事業所の業務改善の取組支援

●保育人材の量的確保・質の向上

・保育士修学資金等貸付
・子育て支援員等認定資格取得に
関する研修

【【セセーーフフテティィネネッットトのの充充実実・・強強化化】】
●成年後見制度の体制整備に向けた支援

●生活困窮者への支援体制強化

●支援に取組む民間団体への助成

●SNSを活用したこころの健康相談

【【共共生生型型社社会会】】
●属性や世代を問わない相談体制の

整備や地域づくりへの支援

●ケアラーへの支援体制の構築

【【障障ががいい者者支支援援】】
●障がい者の地域生活支援

・ピアサポーターの養成（新規）

・障害者就労支援施設等の農業参

入の支援等

【【高高齢齢者者支支援援】】
●地域包括ケアの推進に向けた支援の充実

●アクティブシニアの活躍支援

【【地地域域医医療療】】
●小児慢性特定疾病患者等の成人期医療

への円滑な移行を促進（新規）
●医療人材確保対策の推進
・修学資金を活用した地域枠医師の配置

・看護学生への修学支援
●地域医療構想の推進
●メディカルウイングやドクターヘリ

の運航
●メディカルウイングによる小児患者の
バックトランスファーを実施（新規）

●救急医療を担う医療機関への支援
●災害医療体制の確保
・災害医療従事者の養成

・災害拠点病院の医療提供体制整備

【【健健康康づづくくりり】】
●デジタルを活用したヘルスケアの推進（新規）
●がん対策を推進するための総合的支援
・がん検診受診率の向上
・妊孕性温存療法費用の助成
●生活習慣病等の予防や健康づくりの
推進

【【環環境境づづくくりり】】
●子どもの権利擁護体制構築（新規）
●ヤングケアラーの支援体制整備
●こどもファスト・トラックの取組の推進
（新規）

【【結結婚婚】】
●結婚を望む方への出会いの場の確保
●知識の普及や情報発信による若年者へ
の意識啓発

【【妊妊娠娠・・出出産産】】
●不妊治療（先進医療）の経済的負担の軽減
（新規）
●妊産婦に対する伴走型相談支援と経済
的支援の一体的実施

【【子子育育てて】】
●保育施設でのスポット支援員配置による
保育体制強化（拡充）
●医療的ケア児支援センターの運営
●SNSを活用した相談体制の整備
●多子世帯の保育料軽減支援等子育て世
帯の負担軽減


